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 1  秋月家は本来筑前秋月の名家である。羽柴秀吉の九州征伐の折に反抗したために日向の飫肥に所替えとなっ
た。
 2  重定の娘幸姫の婿養子として縁組を勧めたのが瑞耀院である。
 3  赤穂浪士の敵役で有名な吉良上野介である。
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 4  吉良家の借金６千両も上杉家が払った。吉良上野介の邸宅が焼失したときは２万５千両の豪邸の新築資金の
ほとんどを上杉家から出費した。
































 6  上杉重定は藩政に無関心であったために、森が身内を中心とした側近政治を行い、藩の財政はますます苦し
くなっていった。森は１万両の公費を着服し、豪邸を造り十余人の妾を同居させるなどの乱れた生活をするよ
うになり、森と側近の独裁政治が目に余るようになっていた。
 7  改革の成否は、政策の中身によるのではなく、政策の中心となる人たちの改革対する為政者自身の姿勢が重
要であるということがわかる。
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（ 　 ）（ 　 ）
に側室を迎えることもなかったため、治憲（鷹山）の血筋は結局残らなかったのである。
　養子として当主になった者が養父の実子に家督を譲るのは順養子と呼ばれ、江戸時代ではさして珍し
いことではなかった。しかし、治憲（鷹山）があえて35歳の若さで隠居し、家督を治広に譲ったのは、
重定が存命中に治広に家督を継がせることで養父を安心させたいという鷹山の心遣いだったとされてい
る。なお、治広には同母兄の上杉勝熙がいたが、それを差し置いての後継指名であった。
≪実父秋月種
たね
実
みつ
を看病≫
　天明７年（1787）８月、実父の秋月種実が重病になると側医を米沢から江戸に使わして看病に当たら
せた。危篤の報を受けて鷹山は、８月18日に米沢を発ち24日の夕方江戸の桜田邸に着き、長者丸（品川
区上大崎）高鍋藩邸に日参して33日間一日も休まず種実の看病をして臨終を看取ったのである。
≪養父上杉重定を看病≫
　その直後、江戸で服喪中に今度は養父の上杉重定が重病との報があり、実父秋月種実の49日法要後、
10月17日には江戸を発って米沢に帰国した。翌年２月までの80日間鷹山は看病を続けて快癒させたが、
一時重定が危篤状態に陥った時には鷹山は数日間徹夜で看病したという。重定は回復した。
≪J・F・ケネディが尊敬した政治家・上杉鷹山≫
　平成26年（2014）５月、白鷹山の山頂に２基の石碑が建立された43。石碑の１基には上杉鷹山が藩主
としての心得を次期藩主に授けた「伝国の辞」が刻まれている。もう１基には英語で「国家があなたに
何をしてくれるかではなく、あなたが国家に何ができるかを問おうではないか」という第35代米国大統
領ジョン.Ｆ.ケネディ（John Fitzgerald Kennedy、1917年５月29日－1963年11月22日）の言葉が刻ま
れている。彼は上杉鷹山の称賛者として知られている。
　この言葉は、故J.F.ケネディ大統領が就任演説のときの一節である。駐日大使であった娘のキャロラ
イン・ケネディは「この碑は今後何世代にもわたり日本と米国の人々に影響を与え続けることでしょう」
と述べている。
　1961年、43歳で第35代米国大統領になったジョン・Ｆ・ケネディの就任の時、日本の新聞記者が「日
本で最も尊敬する政治家はだれですか」と質問したときに、ケネディは「上杉鷹山です」と答えたそう
である。
43 上杉鷹山の号である鷹山は、山形県の白
しらたかやま
鷹山（994メートル）からとられたといわれている。
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